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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

さまざまな道具を用いる中で、砂の形が変化することに気付いた子どもたちは、さらに遊びへの意欲を高めてい

た。また、想像力を膨らませながら、ケーキやプリンなど日常で見たものに見立てることが上手になり、これま

での経験を砂場遊びに取り入れている様子が見られた。さらに、子ども同士で一つのものを作り上げるなど、協力

する姿も自然と見られるようになった。環境を整えることで、遊びがより深まるだけでなく、子ども同士の関わり

にも変化が生まれていることに気付いた。

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）

砂場遊びや泥遊びが盛んに行われており、全身を使って泥遊びをする姿が見られる当園の特徴を活かし、「土・砂・水」を

テーマとして設定する。土や砂に触れる・握る・丸める・水を使って形を作るなど、さまざまな感触や動作を通して、子ども

たちは発見や不思議さを感じながら遊びを深めていくことができるようにする。

また、砂場に枠を設けることで、子どもが腰をかけたり、作ったものを置いたり、砂場に十分な水を入れて遊べるような環境

を整え、遊びの幅を広げていく。こうした環境構成によって、子どもたちの姿や関わりがより豊かになり、その成長へと繋げ

ていくことを目指す。

令和７年９月での園庭活動　９月に数回実施

対象児：２歳～５歳児クラス（かえで～すいすい）

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

・泥遊びに使う物品（バケツ、桶、スコップなど）

・砂場遊びに使用する玩具

気候が涼しくなり始めて、手先が器用に使えるようになる時期により砂場遊びが活発になるようにままごと遊びを

行う。また、水を用いて、川作りやトンネル作りなど砂から土に代わりさまざまな形に変化する遊びを取り入れ

る。

さまざまな砂場玩具（皿やカップ）を用いて型抜きをする姿が多く見られた。形どったものをケーキやプリンなど

に見立ててお菓子屋さんごっこへと発展させたり、家族ごっこの中で誕生日会のストーリーを考え、友だちと協力

して誕生日ケーキを完成させたりする様子が見られた。イメージを共有しながら、遊びに集中してじっくりと取り

組む姿が印象的だった。

土、砂、水
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